
① 通常通り、学園事務局 072-759-3000または保健室まで、「スクールカウンセラーに相談をしたい」旨、   

お伝えください。事務局への申し込み受付は、平日の 17時までです。 

② 開室時間は、水曜日、11：00-18：00です。ご希望の時間帯をおっしゃってください。また、「対面」「電話」

「ZOOM」のうち、ご希望の相談の種類を、お伝えください。  

【対面による相談】 50分まで 

相談室の場所は道しるべ３階にあります。予約時に、ご確認ください。感染予防の観点からご家庭での検温、 

マスクの着用、入室前、退室後の手洗いをお願い致します。  

【電話での相談】 30分まで 

予約時刻になりましたら、事務局へお電話ください。相談室へ転送されます。 

【Zoomでの相談】40分まで 40分になりますと自動的に ZOOMの接続が切れます。 

事務局からお伝えしますアドレスに、メールをください。 

メールには、お名前、学年、クラス、申込み時に職員よりお伝えしました相談予約日時を書いてください。 

当日までに Zoomの招待メールを送ります。予約時刻になりましたら、Zoomにお入りください。 

 雨の季節となりました。とはいえ、今年は春先から雨が多くて、梅雨の区切りがあいまいになっ

てきました。湿気と高めの気温で、体調が安定しない人も少なくないと思います。 

 さて、『中国語の部屋』という思考実験をご存じでしょうか。機械学習によって会話ができれば、

A.I.はあなたを理解しているのでしょうか、という問いとして、時々目にします。 

ある閉じた部屋の中に、英語しか話せない英国人がいます。壁には小さな穴が空いており、そ

こから中国語で書かれた手紙が入れられます。この英国人の仕事は、マニュアルを見ながら、手

紙の中国語の文字列に対応する記号を並べることです。中国語を全く知らなくても、機械的に指

示通りに記号を並べると、中国語の返信が完成します。英国人はそれを元の穴に差し込みます。 

マニュアルに沿って作業すれば、何が手紙に書かれているのか、自分がなんと返信したのか

理解しなくても、中国語（文字）でやり取りが可能になります。そして、手紙を書いた人は、部屋

の中の英国人は中国語を知っていて、返事をしてくれたと思っています。 

表面上、手紙のやりとりが成立していますが、この英国人は、手紙を書いた人の考え

や気持ちを理解したと言えるのでしょうか？思考実験が示したかったのは、「決められた

手順に従った作業」と、意識体験である「理解すること」は異なるということのようです。 

一方、手紙を書いた人は、部屋の中の英国人に理解されたと思うでしょう。もし、このやり取り

が何度も続いたら、部屋の外の人は、中にいる人のパーソナリティーや容姿、性別など、いろいろ

想像するかもしれません。私は、この知らないものを想像する力こそが、生きた人間の特性であ

り、面白さだという感想を持ちました。皆さんはどのように思われますか？  細野 SC 
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